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交通網・都市基盤整備調査特別委員会報告資料 

令和３年１月２２日 

件 名 花畑周辺地域のバス検証運行（社会実験）に関する検討状況について 

所管部課名 都市建設部交通対策課 

内 容 

花畑周辺地域のバス検証運行（社会実験）に関する検討状況について、

以下のとおり報告する。 

１ 検証運行の進め方 

本格運行の実効性や実現性を高めるため、基本条件の一部見直しや新

たに条件を設定するとともに、検証運行を実施する運行事業者の選定方

法を定める。 

（１）基本条件について（別紙参照 Ｐ４）

ア 見直し（令和元年１２月１６日の本委員会報告時からの変更）

（ア）運賃

当該地域を運行する路線バスと同水準とし、１乗車大人２２０

円、小人（小学生）１１０円、シルバーパス利用可とする。 

（イ）収支率

シルバーパス利用可としたことに伴い、運賃収入等による収支

率４０％の達成が厳しくなるため、「はるかぜ」のシルバーパス

利用割合（概ね４０％）を考慮し、本格運行に移行する収支率は、

２４％以上とする。 

なお、本格運行後も半年ごとに収支率を確認し、１年間の収支

率が２４％未満の場合は、利用促進策を実施し翌年１年間の２４％

以上の達成を目指す。２年間続けて収支率が２４％に満たない場

合には、本格運行の継続について再検討する。 

イ 新たに設定

検証運行を中止した場合の車両の費用負担の考え方を定める。

・ 検証運行の実施にあたり、運行事業者が車両を新規購入した

場合、区は５か年分割（※１）で車両償却費として負担する。 

※１ ５年は、減価償却資産の耐用年数等に関する省令（財務

省令）の小型バスに関する記載に基づく。 

・ 運行事業者が検証運行で使用する車両を新規購入し、区が検

証運行を中止した場合には、車両は売却する。「事業者が車

両を新規購入した額」から「区が分割で支払った額＋車両の

売却額」を差し引いて不足分が生じる場合には、区が不足額

を負担する。
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（事業者による車両購入額） 

－（区の分割支払済み額＋車両の売却額） 

＝（不足額）＞０ 

（２）事業者の選定方法について

特命随意契約により、東武バスセントラル株式会社（以下「東武

バス」という。）を選定する。理由は以下のとおり。 

・ 「プロポーザル方式」により、新規参入事業者が検証運行を行

う場合、地域公共交通会議（※２）で既存バス事業者の東武

バスの賛同が得られず、国土交通省の事業認可が下りない恐れ

がある。

※２ 地域公共交通会議とは地域公共交通を担う交通事業者や

行政機関等で構成する道路運送法に基づく会議体のこと。 

・ 新たなバス路線を運行した場合、既存バス路線との利用者の

取り合いになることは避けられない。

・ 既存路線との競合により、既存路線の利用者数の減少が予想さ

れる場合にも、花畑地域全体の交通利便性が維持されるよう、

東武バス自らが路線再編等の検討・調整を行うことが可能であ

る。

２ 今後の予定 

年 月 主 な 内 容 

令和 3年 2月 運行計画（区案）の作成 

2月～3月 運行計画にかかる運行事業者との協議 

令和 3年 4月 運行事業者との協定締結 

5月 運行計画の確定 

6月 
地域公共交通会議の開催、交通管理者との協議、

バス停整備 

7月 国土交通省への事業認可申請（審査期間 2か月） 

9月 検証運行（社会実験）開始 

問 題 点 

今後の方針 

令和３年夏頃の検証運行（社会実験）実施に向け、運行計画の作成や運

行事業者との協議を進めていく。 
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　検証運行検討の基本条件に関する見直し等について

旧：見直し前 新：見直し後

不便を解消する主な
ターゲット

・主として高齢者の買い物、通院等の利用に対応します。 変更なし

運行ルート

・既存路線と競合しないよう、地域内を循環するルートを基本に検討します。但し、既存
のバス路線の状況や地域の需要を踏まえ、朝夕は、駅へのアクセスなど利便性が高まる
よう工夫をします。

・運行経費を抑えるため、運行距離が長くなりすぎないよう、最大で８ｋｍとします
（３０分に１周できる距離及びはるかぜ１２路線の平均距離）。

・バスが走行可能な道路であることとします。

変更なし

運行の時間帯
・７時から１９時の最大１２時間を基本とします。
・毎時間同時刻など、わかりやすい設定とします。

変更なし

運行本数 ・１時間に１本～２本を基本とします。 変更なし

運賃 ・１乗車大人１００円、小人（小学生）５０円で、シルバーパス利用不可とします。
【変更あり】

・当該地域を運行する路線バスと同水準とし、１乗車大人２２０円、小人（小学生）
１１０円で、シルバーパス利用可に変更

運行車両
・３５人乗りの小型バスを基本とします。但し、利用者が少ない場合は、低廉な９人乗り
のワンボックス車両も対象とします。

変更なし

・収支率（※１）は、４０％以上とします。
・収支率が４０％未満の場合、検証運行や本格運行は実施しません。

（※１）　収支率とは、バスの運行経費に対する運賃等の収入の割合です。収支率は、
バスの運行計画作成後実施する、利用意向アンケート調査を基に計算します。
計算式は以下のとおりです。

【変更あり】
・収支率（※１）は、２４％以上に変更
・収支率が２４％未満の場合、本格運行は実施しません。

　（※１）　収支率とは、バスの運行経費に対する運賃等の収入の割合です。
計算式は以下のとおりです。

（運賃収入（バス利用人数×利用頻度×運賃）+広告収入や協賛金） （運賃収入（バス利用人数×利用頻度×運賃）+広告収入や協賛金）

収支率＝ ⇒４０％ 　収支率＝ ⇒２４％

運行経費（人件費,燃料費,車両修繕費,車両償却費,利子,諸経費等） 運行経費（人件費,燃料費,車両修繕費,利子,諸経費等）　（※２）

　（※２）　車両償却費は、収支率を算定する際の運行経費には含めないものとします。

車両購入費 ―

【新たに設定】
・検証運行の実施にあたり、運行事業者が車両を新規購入した場合、区は車両償却費と
して５ヵ年分割で負担するものとします。

・運行事業者が検証運行で使用する車両を新規購入し、区が検証運行を中止した場合に
は、検証運行中止後、車両は売却する。「事業者が車両を購入した額」から「区が分
割で支払った額＋車両の売却額」を差し引いて不足分が生じる場合には、区が不足額
を負担します。
計算式は以下のとおりです。
（事業者による車両購入額）―（区の分割支払済み額＋車両の売却額）
＝（不足額）＞０

項　目

内　　容

収支率

別紙
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交通網・都市基盤整備調査特別委員会報告資料 

令和３年１月２２日 

件 名 
【追加】花畑周辺地域のバス検証運行（社会実験）に関する利用意向 

アンケート結果について

所管部課名 都市建設部交通対策課 

内 容 

花畑周辺地域のバス検証運行（社会実験）に関する利用意向アンケート

を実施したため、以下のとおり報告する。 

１ アンケート目的 

運行予定経路沿道にお住まいの方の利用意向を把握し、運行開始後の

利用促進の方策や運行計画の見直しに活用するため。 

２ アンケート方法 

（１）実施期間  令和２年１２月２日（水）～１２月１６日（水） 

（２）配付地域  運行予定経路沿道の内、以下の地域 

花畑四～八丁目、保木間一～五丁目、東保木間一丁目 

（３）配付方法 アンケート票を各戸へポスティング

（４）回収方法  返信用封筒による郵送回収 

３ アンケート結果（速報値） 

（１）配 付 数  ３,０００枚 

（２）回 答 数  ６９１枚（回答率 ２３.０％） 

（３）集計結果

ア 利用意向

内容 回答数 

利用する 80.9 ％（559票） 

利用しない 19.1 ％（132票） 

イ 年齢別利用意向（年齢無回答１７票除く）

年代 利用する 利用しない 

70歳以上  88.4 ％（298票） 11.6 ％（ 39票） 

60歳代  76.6 ％（ 95票） 23.4 ％（ 29票） 

50歳代  71.7 ％（ 76票） 28.3 ％（ 30票） 

40歳代  64.1 ％（ 41票） 35.9 ％（ 23票） 

30歳代  86.2 ％（ 25票） 13.8 ％（  4票） 

20歳代  83.3 ％（ 10票） 16.7 ％（  2票） 

15～19歳 100.0 ％（  2票） 0.0 ％（  0票） 
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ウ 利用しない理由

「バス以外の交通手段を利用する」と答えた方が最も多かった。 

他には、「運行本数が少ない」ことや、「運賃が高い」ことが

理由として挙げられている。 

エ 主な意見（自由記述）

・ 運行が実現できたならとてもありがたい。

楽しみにしている。

・ できるだけ早く運行してほしい。今とても不便。

・ 検証運行バスの本数が少ない。もっと多いほうが便利。

・ 新規も大事だが、今あるバスの本数を増やしてほしい。

など 

問 題 点 

今後の方針 

令和３年夏頃の検証運行（社会実験）実施に向け、アンケート結果を参

考とし運行計画の作成や運行事業者との協議を進めていく。 
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交通網・都市基盤整備調査特別委員会報告資料 

令和３年１月２２日 

件 名 はるかぜ路線に関する車両購入補助の申請状況について 

所管部課名 都市建設部交通対策課 

内 容 

コミュニティバス「はるかぜ」（以下「はるかぜ」という。）の路線に

対する車両購入補助に関する申請状況について、以下のとおり報告する。 

１ 今年度の補助申請状況について 

令和２年１２月１５日の交通網・都市基盤整備調査特別委員会での報

告どおり、はるかぜ１・９・１０・１２号の４路線で、計３台分の車両

購入補助の申請があった。 

２ 路線ごとの営業係数（※１）について（令和２年６月～１１月実績） 

はるかぜ路線 営業係数 

1号（西新井・綾瀬線） 111 

10号（西新井・高野線） 125 

9号（青井・亀有線） 108 

（※2） 12号（西新井・亀有線） 

※１ その路線で１００円の収入を得るために、どれだけの支出が必要

かを示す数値（別紙参照 Ｐ８～１０） 

※２ ９号と１２号の路線は、運行車両を共有しているため、９号と

１２号を合わせた営業係数である。 

問 題 点 

今後の方針 

車両購入に関する補助制度の運用により、はるかぜの路線と便数の維持

を図り、区内の交通利便性の確保に取り組んでいく。 
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営業係数について（６～11月期）

路線名 はるかぜ１号

運行車両数 ６台

収入額＜①＞ 35,594,808

支出額＜②＞ 39,692,801

営業係数 111

（内訳）

金額（単位：円）項目

19,549,680運送収入

14,687,148
収入

シルバーパス補助分

1,357,980
収入

その他収入

35,594,808収入計…①

人件費（運転士） 24,119,061

人件費（整備士） 車両修繕費に含まれる

人件費（事務員） 一般管理費に含まれる

燃料油脂費 3,614,231

車両修繕費 5,962,857

車両減価償却費 1,490,232運
自動車税 0(※)

運
送
費

自動車重量税 62,832
支出

費

自動車取得税 その他経費に含まれる
支出

自動車損賠保険料 81,619

その他保険料 119,371

その他経費 1,420,610

小計…Ａ 36,870,813

2,552,878一般管理費…Ｂ

269,110その他費用…Ｃ

39,692,801支出計…②（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

※ ４月期に支出

別紙
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営業係数について（６～11月期）

路線名 はるかぜ10号

運行車両数 １台

収入額＜①＞ 5,521,899

支出額＜②＞ 6,937,753

営業係数 125

（内訳）

金額（単位：円）項目

2,150,068運送収入

3,124,926
収入

シルバーパス補助分

246,905
収入

その他収入

5,521,899収入計…①

人件費（運転士） 4,148,920

人件費（整備士） 車両修繕費に含まれる

人件費（事務員） 一般管理費に含まれる

燃料油脂費 657,133

車両修繕費 1,084,156

車両減価償却費 270,951運
自動車税 0(※)

運
送
費

自動車重量税 11,424
支出

費

自動車取得税 その他経費に含まれる
支出

自動車損賠保険料 14,840

その他保険料 21,704

その他経費 258,293

小計…Ａ 6,467,421

425,480一般管理費…Ｂ

44,852その他費用…Ｃ

6,937,753

※ ４月期に支出

支出計…②（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
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営業係数について（６～11月期）

路線名 はるかぜ９・12号

運行車両数 ８台

収入額＜①＞ 50,480,670

支出額＜②＞ 54,768,305

営業係数 108

（内訳）

金額（単位：円）項目

30,191,821

18,437,058

1,851,791

50,480,670

運送収入

シルバーパス補助分

その他収入

収入計…①

収入

人件費（運転士） 33,616,902

人件費（整備士） 車両修繕費に含まれる

人件費（事務員） 一般管理費に含まれる

燃料油脂費 4,928,496

車両修繕費 8,131,168

車両減価償却費 2,032,135

自動車税 0(※)

自動車重量税 85,680

自動車取得税 その他経費に含まれる

自動車損賠保険料 111,299

その他保険料 162,779

その他経費 1,937,195

小計…Ａ 51,005,654

3,403,838

358,813

54,768,305

支出

運
送
費

一般管理費…Ｂ

その他費用…Ｃ

支出計…②（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

※ ４月期に支出
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交通網・都市基盤整備調査特別委員会報告資料 

令和３年１月２２日 

件 名 文教大学への路線バスの乗り入れについて 

所管部課名 都市建設部交通対策課 

内 容 

文教大学と六町駅、文教大学と竹ノ塚駅を結ぶ路線バスについて、路線

バスを運行する東武バスセントラル（株）（以下「東武バス」という。）

より、運行開始時期について情報提供があったので報告する。 

１ 文教大学開設に伴うバス路線の再編について 

（１）運行経路について

ア 六町ルート（別紙１参照 Ｐ１２）

イ 竹の塚ルート（別紙２参照 Ｐ１３）

（２）運行本数について

ア 六町ルート 現在の［六１９系統］の便数（２２本／日）より、 

若干増える見込み 

イ 竹の塚ルート （ルートＡ）

現在の［竹１６系統］と同程度（往復７０本／日） 

の便数となる見込み 

（ルートＢ）

朝と夕方の時間帯に運行（便数少） 

※ 運行本数については、東武バスが国土交通省関東運輸局と現在協

議中のため変更になる可能性がある。 

２ 文教大学への乗り入れ開始時期 

年 月 内 容 

令和 2年 9月 18日 東武バスが国土交通省関東運輸局に

変更認可申請を提出 

令和 2年 12月中 変更認可 

令和 3年 1月下旬 

3または 2月 

バス運行開始 

（文教大学のバス転回場に乗り入れ） 

問 題 点 

今後の方針 

運行事業者に対して、文教大学への路線バスの乗り入れに関し、利用者

への事前周知の徹底を要請していく。 
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六町ルート

【六町駅と文教大学を結ぶルート】

　六１９変更ルート

　六１９ルート（現行）

竹ノ塚駅

文教大学

六19ルート

六町駅

別紙１
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竹の塚ルート

【竹ノ塚駅と文教大学を結ぶルート】

　竹１６ルート（現行）

　竹１６変更ルートＡ

　竹１６変更ルートＢ（便数少：朝夕の時間に限る）

竹ノ塚駅

竹16ルートＡ
竹16ルートＢ

文教大学

六町駅

別紙２

朝：竹ノ塚駅 → 文教大学

夕：文教大学 → 竹ノ塚駅
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交通網・都市基盤整備調査特別委員会報告資料 

令和３年１月２２日 

件 名 東京女子医科大学新東医療センターの開設に伴うバス路線の再編について 

所管部課名 都市建設部交通対策課 

内 容 

東京女子医科大学新東医療センターの開設に伴い、バス運行事業者から、

路線バスの運行経路（案）について情報提供があったので報告する。 

１ 運行経路（案）について（別紙１参照 Ｐ１５） 

番

号 
運行事業者 

運行経路（案） 

経 路 内 容 

① 東京都交通局 

（別紙 2参照 

Ｐ16） 

王子駅～バス転回場～千住車庫・ 

足立区役所 

既存路線の 

経路変更 

② 日暮里駅～おしべ通り～見沼代

親水公園駅 

既存路線の 

経路変更 

③ 日暮里駅～おしべ通り～加賀団

地（循環） 

既存路線の 

経路変更 

④ 東武バスセン

トラル

（別紙 3参照 

Ｐ17） 

北千住駅～江北駅～バス転回場 既存路線の 

経路変更 

⑤ 西新井駅～バス転回場 新規路線 

⑥ 王子駅～バス転回場～亀有駅 既存路線の 

経路変更 

⑦ 国際興業 

（別紙 4参照 
Ｐ18） 

赤羽駅～バス転回場～西新井駅 既存路線の 

経路変更 

※ 上記の①～④、⑥、⑦の系統については、既存路線のすべての便が

東京女子医科大学新東医療センター経由となるものではない。新たな

経路の便数、ダイヤについては、現在、バス運行事業者で検討中であ

る。 

２ 新田・宮城・江北地域検討路線について（別紙５参照 Ｐ１９） 

検討を行っているバス運行事業者からは、東京女子医科大学新東医療

センターの開設後、バス利用者の動向や事業の採算性を踏まえ、バス路

線開設の検討を進めていきたいとの申し入れがあった。 

問 題 点 

今後の方針 

バス事業者からの運行経路案に関する情報について、江北地区まちづく

り連絡会等を利用して地元住民へ事前周知を行っていく。 
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東京女子医科大学新東医療センターへのバス路線の運行経路（案）

系統 経　　路 内容 経　　路

① 王４９ 王子駅～千住車庫・足立区役所 変更 王子駅～バス転回場～千住車庫・足立区役所

② 里４８ 日暮里駅～見沼代親水公園駅 変更 日暮里駅～おしべ通り～見沼代親水公園駅

③ 里４８－２ 日暮里駅～加賀団地 （循環） 変更 日暮里駅～おしべ通り～加賀団地 （循環）

④ 北０５ 北千住駅～江北駅 変更 北千住駅～江北駅～バス転回場

⑤ － － 新 西新井駅～バス転回場

⑥ 王３０ 王子駅～亀有駅 変更 王子駅～バス転回場～亀有駅

⑦ 国際興業 赤２７ 赤羽駅～西新井駅 変更 赤羽駅～バス転回場～西新井駅 別紙４

系統 経　　路 備考

新日本観光自動車
はるかぜ

６号
北千住駅～おしべ通り～鹿浜５丁目
団地

経路変更
なし

番号

       （参考）

運行事業者
既存路線

別紙２

別紙３

既存路線 運行経路（案）

東京都交通局

東武バスセントラル

運行事業者 備考

別紙１
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バス転回場 （工事中） 

東京女子医大 （工事中） 

環七 

※ 新田・宮城・江北地域検討路線については、東京女子医科大学新東医療

センターの開院後のバス利用者の動向や事業の採算性を踏まえ、バス事業

者と協力してバス路線開設の検討を進めていく。 

新田・宮城・江北地域検討路線について 

別紙５

新田地区 

宮城地区 

日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー

荒川 
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交通網・都市基盤整備調査特別委員会報告資料 

令和３年１月２２日 

件 名 竹ノ塚駅付近鉄道高架化の取組み状況について 

所管部課名 鉄道立体推進室竹の塚整備推進課 鉄道関連事業担当課 

内 容 

竹ノ塚駅付近鉄道高架化における上下緩行線高架橋工事に伴う交通規制

について、以下のとおり報告する。 

１ 規制実施日時 

令和３年２月６日（土）、３月４日（木）、３月２９日（月）の 

延べ３日。 

※ 夜間のみ午後１１時～翌午前６時

２ 規制内容 

第３７号踏切（赤山街道）において、車両及び歩行者を通行止めと

する。 

３ 周知方法 

お知らせ看板、あだち広報（１月２５日号）及び区ホームページ等で

周知する。 

４ その他 

令和３年６月～７月にも橋桁架設に伴う交通規制を、延べ３日程度 

実施する予定である。 

問 題 点 

今後の方針 

１ 鉄道事業者との連携や国・都の積極的な協力を得て、早期の完成を目

指す。 

２ 着実な事業の進捗に向けて、国庫補助金等の財源確保に努める。 
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